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大

津

市

の

支

所

削

減

案

に

つ

い

て

同

市

は

２

月

１

日

、

市

自

治

連

合

会

に

対

し

、

こ

れ

ま

で

素

案

と

し

て

提

示

し

て

い

た

支

所

削

減

案

を

見

直

し

「

２

０

２

４

年

度

ま

で

全

支

所

を

存

続

さ

せ

る

」

と

す

る

新

た

な

方

針

案

を

発

表

し

た

。

見

直

し

案

で

は

、

支

所

存

続

ほ

か

、

職

員

も

配

置

す

る

と

し

て

い

る

が

、

日

吉

台

支

所

な

ど

多

く

の

支

所

で

は
、

職

員

の

削

減

や

窓

口

業

務

の

見

直

し

、

窓

口

業

務

時

間

の

短

縮

な

ど

の

住

民

負

担

を

求

め

て

お

り

手

放

し

で

は

喜

べ

な

い

内

容

と

な

っ

て

お

り

各

学

区

で

論

議

を

呼

び

そ

う

だ
。

市
は
、
29
年
暮
れ
、
市
民

セ
ン
タ
ー
あ
り
方
検
討
の
な

か
で
、
現
在
の
36
支
所
を
32

年
度
中
に
10
支
所
に
統
合
す

る
支
所
再
編
、
集
約
化
計
画

を
決
め
、
素
案
と
し
て
発
表

し
た
。
こ
の
素
案
で
は
日
吉

台
支
所
は
、
同
じ
中
北
ブ
ロ
ッ

ク
の
雄
琴
、
下
阪
本
、
唐
崎

支
所
と
と
も
に
坂
本
支
所
へ

統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
素
案
提
示
後
、
統
合
、

集
約
と
な
る
支
所
を
持
つ
学

区
を
中
心
に
反
対
運
動
が
お

き
、
市
自
治
連
合
会
の
谷
正

男
会
長
ら
市
自
治
連
役
員
ら

が
越
直
美
市
長
ら
は
じ
め
市

側
と
折
衝
を
重
ね
た
。

市
自
治
連
側
と
折
衝
す
る

な
か
、
越
市
長
ら
市
側
は
、

素
案
見
直
し
の
方
針
を
示
し

た
う
え
、
各
学
区
ご
と
に
住

民
の
意
見
を
聞
く
説
明
会
を

開
催
す
る
な
ど
「
よ
り
よ
い

案
提
示
」
に
向
け
代
替
案
を

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

今
回
提
示
さ
れ
た
見
直
案

で
、
日
吉
台
支
所
は
、
２
０

２
４
年
度
ま
で
支
所
と
し
て

残
り
、
職
員
は
配
置
さ
れ
る
。

窓
口
業
務
は
、
住
民
票
の
写

し
、
印
鑑
証
明
、
所
得
証
明

の
発
行
業
務
、
保
険
、
年
金
、

介
護
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

届
け
、
相
談
は
取
り
扱
う
が
、

戸
籍
謄
本
、
抄
本
等
の
各
種

証
明
書
発
行
、
戸
籍
、
住
民

基
本
台
帳
の
届
け
出
、
市
税

に
関
す
る
届
け
出
、
公
共
料

金
の
取
り
扱
い
は
廃
止
と
な

る
。
こ
れ
ら
取
り
扱
い
窓
口

時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
で
、
窓
口
業
務

取
り
扱
い
は
、
従
来
よ
り
時

間
短
縮
と
な
る
。

来
年
４
月
か
ら
の
実
施
で
、

２
０
２
３
年
で
再
見
直
し
を

検
討
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

見
直
し
の
実
施
で
支
所
職
員

の
削
減
が
必
至
。
前
回
の
素

案
で
は
約
４
億
２
０
０
０
万

円
の
コ
ス
ト
削
減
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
今
回
の
見
直
し

で
は
コ
ス
ト
削
減
効
果
は
６

億
４
８
０
０
万
円
に
増
え
る

と
い
う
。
（
写
真
は
、
日
吉

台
市
民
セ
ン
タ
ー
）

学
区
自
治
連
合
会
は
１
月

27
日
、
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
で
、
学
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
基
金
を
各
自
治
会
に

分
配
す
る
「
日
吉
台
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
取
り
扱
い
」

（
案
）
に
つ
い
て
の
住
民
説

明
会
を
開
い
た
。
説
明
会
に

は
学
区
住
民
約
50
人
が
出
席
、

取
り
扱
い
に
つ
い
て
賛
否
両

論
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
が
、
学
区
自
治
連
は
「
4

月
開
催
の
学
区
自
治
連
通
常

総
会
に
議
案
を
提
示
す
る
」

と
改
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基

金
配
分
に
理
解
を
求
め
た
。

学
区
公
共
下
水
道
整
備
の

さ
い
の
住
民
負
担
金
が
原
資

の
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金

の
残
金
約
３
４
０
０
万
円
に

つ
い
て
は
、
下
水
道
整
備
当

時
の
負
担
者
の
還
付
や
自
治

会
へ
の
分
配
、
そ
の
ま
ま
学

区
自
治
連
合
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

基
金
で
の
継
続
維
持
な
ど
住

民
の
間
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
て
こ
の
取
り
扱
い
は

長
年
の
懸
案
事
だ
っ
た
。

今
回
示
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
取
り
扱
い
案
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
管
理
の
基
金
を
８
丁

自
治
会
に
一
定
額
を
分
配
、

各
自
治
会
の
自
治
会
館
維
持

や
防
災
、
自
治
会
活
性
化
等

に
役
立
て
て
も
ら
う
も
の
。

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
管
理
委

員
会
で
協
議
を
重
ね
た
す
え

各
自
治
会
に
分
配
す
る
こ
と

で
意
見
が
一
致
、
昨
年
５
月

に
学
区
自
治
連
合
会
に
答
申

案
と
し
て
提
示
し
た
。
答
申

を
受
け
学
区
自
治
連
合
会
は
、

各
丁
に
対
し
協
議
と
可
否
判

断
を
要
請
。
各
丁
か
ら
昨
年

10
月
ま
で
に
「
答
申
案
を
了

承
す
る
」
と
の
回
答
が
あ
り
、

学
区
自
治
連
合
会
と
し
て
今

年
４
月
の
学
区
自
治
連
合
会

通
常
総
会
に
配
分
案
を
議
案

と
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
決

め
て
い
る
。

住
民
説
明
会
で
は
、
野
々

口
義
信
・
学
区
自
治
連
合
会

会
長
、
近
原
秀
明
・
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
管
理
委
員

会
委
員
長
ら
が
出
席
、
野
々

口
会
長
、
近
原
委
員
長
が

「
各
丁
や
住
民
の
み
な
さ
ま

の
了
解
が
あ
っ
た
も
の
と
判

断
、
総
会
に
提
案
す
る
も
の
」

と
述
べ
、
配
分
に
至
っ
た
経

過
や
提
案
理
由
を
説
明
。
丸

山
郁
夫
・
学
区
自
治
連
合
会

事
務
局
長
の
進
行
で
、
住
民

と
の
質
疑
応
答
を
行
な
っ
た
。

住
民
側
か
ら
、
「
配
分
方

法
や
住
民
提
示
か
ら
総
会
提

案
ま
で
早
急
す
ぎ
る
」
「
自

治
連
に
基
金
を
残
す
必
要
は

な
い
」
「
連
合
会
で
決
定
し

住
民
に
案
を
押
し
付
け
て
い

る
」
な
ど
、
慎
重
意
見
や
分

配
率
に
反
対
の
声
が
あ
っ
た

反
面
「
し
っ
か
り
と
話
し
合

い
を
し
て
い
る
。
学
区
自
治

連
合
会
と
し
て
も
各
丁
と
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
十
分
し
て
い
た
。

問
題
は
な
い
」
、
「
分
配
案

は
妥
当
な
数
字
だ
。
各
会
員

に
議
事
録
を
回
覧
し
た
が
反

対
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
案

を
支
持
す
る
」
と
提
案
に
賛

成
意
見
も
出
さ
れ
た
。

２
時
間
に
及
ぶ
質
疑
の
な
か
、

学
区
自
治
連
は
「
住
民
へ
の

提
案
事
項
に
つ
い
て
は
、
周

知
、
進
め
方
に
つ
い
て
は
改

善
し
て
ゆ
く
。
今
回
の
提
案

に
つ
い
て
は
総
会
に
提
出
す

る
」
と
述
べ
、
説
明
会
の
議

論
を
締
め
く
く
っ
た
。

支
所
は
24
年
度
ま
で
は
存
続

市
見
直
し
案
・
窓
口
業
務
は
一
部
縮
小

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
説
明
会

通
常
総
会
に
提
案
を
予
定

「住」の悩み解決します

「住まいの相談窓口」開設

学
区
空
き
家
対
策
委
員
会

は
、
学
区
住
民
が
抱
え
る

「
住
」
に
関
す
る
問
題
や
課

題
な
ど
、
住
民
の
悩
み
を
解

決
す
る
「
住
ま
い
の
相
談
窓

口
」
を
開
設
し
た
。

学
区
空
き
家
対
策
委
は
、

対
策
事
業
を
学
区
の
ま
ち
づ

く
り
と
捉
え
、
空
き
家
現
況

調
査
、
空
き
家
見
守
り
活
動
、

「
ず
っ
と

も
っ
と
住
み
つ

づ
け
た
い
」
日
吉
台
を
め
ざ

す
勉
強
会
や
ま
ち
づ
く
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な

ど
の
活
動
を
続
け
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
勉
強
会
や
対

策
委
の
協
議
の
な
か
か
ら
、

相
続
や
税
対
策
、
修
理
や
建

て
替
え
問
題
な
ど
住
民
た
ち

が
「
住
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
、
悩
み
な
ど
を
抱

え
る
こ
と
が
分
か
り
こ
の

「
住
ま
い
の
相
談
」
窓
口
を

開
設
す
る
こ
と
に
し
た
。

相
談
に
は
、
１
級
建
築
施

工
管
理
技
師
や
土
地
家
屋
調

査
士
、
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
、
行
政
書
士
ら
空
き
家
対

策
委
の
専
門
委
員
が
担
当
、

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
全
住
民

を
対
象
と
し
て
い
る
。

同
委
は
昨
年
暮
れ
、
住
ま

い
の
相
談
ほ
か
、
学
区
内
に

点
在
す
る
空
き
家
の
小
修
理

を
担
う
「
日
吉
台
学
区
空
き

家
見
守
り
隊
」
（
岸
本
善
春

代
表
）
を
発
足
、
活
動
を
始

め
て
い
る
。
見
守
り
隊
は
、

原
則
空
き
家
所
有
者
の
依
頼

を
受
け
、
公
的
な
手
続
き
、

特
殊
な
機
器
、
特
別
な
資
格

等
を
必
要
と
し
な
い
修
繕
・

修
理
を
有
料
で
行
う
。
作
業

費
は
１
時
間
一
人
１
０
０
０

円
程
度
、
見
守
り
依
頼
や
住

ま
い
の
相
談
は
空
き
家
対
策

委
の
濱
崎
博
事
務
局
長
（
０

９
０
ー
５
０
５
３
ー
５
４
５

５
）
ま
で
。
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布
川
さ
ん
が
小
学
生
の
こ

ろ
、
京
都
市
内
の
近
所
に
茶

道
の
先
生
が
引
っ
越
し
て
来

て
、
興
味
を
持
ち
習
い
に
い
っ

た
の
が
、
茶
道
の
世
界
に
ふ

れ
る
き
っ
か
け
。
京
都
で
は

教
育
関
係
公
務
員
し
て
い
た

が

退
職
後
、
東
日
本
大
震

災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
か

け
た
。

被
災
地
の
惨
状
に
胸
を
い

た
め
た
が
、
被
災
し
た
人
た

ち
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話

し
を
す
る
「
お
茶
っ
こ
」
と

い
う
機
会
が
あ
り
、
お
茶
を

通
じ
て
被
災
地
の
人
た
ち
と

の
話
し
の
輪
が
広
が
っ
た
。

そ
こ
は
子
ど
も
の
こ
ろ
に
通
っ

た
お
茶
室
と
同
じ
非
日
常
的

な
空
間
と
時
間
、
落
ち
着
く

場
所
。
次
代
に
担
う
子
ど
も

た
ち
に
も
茶
道
の
体
験
を
し

て
欲
し
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
日
吉
台
で
も
地
域
で
こ
の

よ
う
な
場
が
設
け
ら
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
た
時
、
知
人
が

文
化
庁
の
伝
統
文
化
親
子
教

室
事
業
に
参
加
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
応
募
、
日
吉
台
で

の
こ
の
子
ど
も
茶
道
教
室
が

実
現
し
た
。

「
喫
茶
去
」
と
は
、
立
場

や
境
遇
に
分
け
隔
て
な
く
温

か
い
も
て
な
し
の
心
で
「
さ

あ
お
茶
を
差
し
上
げ
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
意
味
の
禅
語
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
布
川
さ
ん

ら
７
人
。
子
ど
も
た
ち
は
、

お
茶
の
点
て
方
、
作
法
だ
け

で
な
く
掛
け
軸
の
意
味
を
知

り
、
季
節
の
花
を
感
じ
実
際

に
花
入
れ
を
す
る
な
ど
伝
統

の
世
界
の
入
り
口
を
体
験
。

今
で
は
和
室
の
し
つ
ら
え
や

歩
き
方
、
道
具
の
運
び
方
な

ど
も
学
び
な
が
ら
落
ち
着
い

て
丁
寧
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
布
川
さ
ん

は
「
な
ん
と
い
っ
て
も
子
ど

も
た
ち
は
、
季
節
の
和
菓
子

と
お
茶
を
い
た
だ
く
こ
と
が

楽
し
み
。
中
学
生
の
参
加
希

望
者
も
教
室
に
迎
え
た
い
」

と
意
欲
を
み
せ
て
い
る
。

日
吉
台
の
桜
守
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
枝
折
れ
防
止

日
吉
台
の
桜
の
名
所
、
高
橋
川
沿
い
の
桜
並
木
を
守
る
た
め
岸
本
善
春
さ
ん
ら
３

丁
目
西
在
住
の
３
人
が
枝
折
れ
防
止
作
業
を
し
て
い
る
。

同
川
沿
い
に
は
、
日
吉
台
が
開
町
以
来
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
、
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
美
し
い
桜
並
木
を
演
出
、
学
区
民
を
和
ま
せ
て
い
る
。
以
前
か
ら
大
き

な
枝
が
垂
れ
下
が
り
、
枝
折
れ
な
ど
を
起
し
桜
の
木
の
寿
命
を
縮
め
て
い
た
が
、
昨

年
の
台
風
21
号
の
襲
来
で
枝
折
れ
被
害
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
作
業
を
し
て
い
る
の
は
、
岸
本
さ
ん
ほ
か
、
清
水
彰
さ
ん
、
村
田
雅
夫
さ
ん
の
３

人
。
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
桜
の
名
所
が
失
わ
れ
る
と
防
止
作
業
に
乗
り
出
し

た
も
の
。
３
人
は
、
垂
れ
下
が
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
枝
を
下
か
ら
２
㍍
の
と
こ
ろ
に

支
柱
を
取
り
付
け
た
り
、
上
部
の
太
い
枝
か
ら
針
金
で
吊
り
下
げ
た
り
し
て
一
本
一

本
丁
寧
に
枝
折
れ
防
止
を
進
め
て
い
る
。
岸
本
さ
ん
ら
は
「
枝
折
れ
防
止
作
業
の
ほ

か
、
幹
に
は
青
い
花
の
よ
う
な
苔
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
る
。
木
を
守
る
た
め
こ
の

苔
お
と
し
の
作
業
も
順
次
実
施
し
た
い
」
と
は
な
し
て
い
る
。

日
吉
台
小
に
２
月
18
日
、

田
川
学
日
吉
中
校
長
と
牧
田

衞
活
び
わ
湖
放
送
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
訪
問
、
同
小
６
年
生

23
人
を
対
象
に
し
た
特
別
授

業
「
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
」

を
行
っ
た
。

特
別
授
業
で
は
、
「
朝
の

食
卓
の
風
景
」
や
「
父
と
娘

の
会
話
」
な
ど
田
川
校
長
が

事
前
に
用
意
し
た
台
本
、
4

場
面
の
寸
劇
を
6
年
生
の
子

ど
も
た
ち
に
演
じ
て
も
ら
い
、

田
川
校
長
が
、
子
ど
も
た
ち

に
寸
劇
の
会
話
の
中
か
ら
誰

の
ど
ん
な
と
こ
ろ
の
会
話
が

お
か
し
い
か
を
話
し
合
わ
せ
、

子
ど
も
た
ち
は
、
話
し
手
の

意
図
を
考
え
筋
道
立
て
て
話

し
を
聞
く
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
。

続
い
て
牧
田
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
登
場
、
子
ど
も
た
ち
は
、

同
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
話
を
聞

き
、
人
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
た
め
の
工
夫
を
み
ん
な

で
考
え
、
効
果
的
な
話
し
方

に
つ
い
て
勉
強
し
た
。

こ
の
特
別
授
業
の
様
子
は
、

び
わ
こ
放
送
の
番
組
「
き
ら

り
ん
滋
賀
」
で
紹
介
さ
れ
た
。

大
津
市
が
市
民
セ
ン
タ
ー

建
物
へ
の
土
足
入
場
を
検
討

し
て
い
る
問
題
で
、
日
吉
台

支
所
の
安
孫
子
昌
治
支
所
長

は
、
２
月
16
日
開
い
た
学

区
自
治
連
合
会
定
例
会
で

「
市
民
セ
ン
タ
ー
入
館
は
従

来
ど
お
り
土
足
禁
止
と
す
る
」

と
述
べ
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の

利
用
は
、
現
状
の
利
用
方
法

を
継
続
さ
せ
る
方
針
を
市
自

治
協
働
課
に
報
告
、
了
承
さ

れ
た
こ
と
を
明
か
に
し
た
。

大
津
市
に
対
し
、
車
イ
ス

利
用
者
か
ら
公
共
施
設
を
戸

外
か
ら
そ
の
ま
ま
車
イ
ス
で

館
内
に
入
場
で
き
な
い
か
、

と
の
要
望
や
指
摘
が
あ
り
、

市
自
治
協
働
課
が
、
昨
年
暮

れ
36
支
所
の
建
物
に
つ
い
て

一
般
利
用
者
の
土
足
利
用
も

含
め
土
足
解
禁
が
可
能
か
ど

う
か
調
査
。
結
果
、
日
吉
台

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
実
質

土
足
で
入
れ
る
の
は
、
廊
下

部
分
だ
け
し
か
な
い
こ
と
が

判
明
。
市
自
治
協
働
課
に
対

し
現
状
の
ま
ま
と
す
る
こ
と

を
報
告
、
了
承
さ
れ
た
。

指
摘
の
あ
っ
た
車
イ
ス
利

用
者
の
つ
い
て
は
、
そ
の
ま

ま
館
内
入
場
を
可
能
と
し
た
。

日
吉
台
小
の
児
童
、
茶
の
湯
の
魅
力
体
験

喫
茶
去
の
会

こ
ど
も
茶
道
教
室

従
来
ど
お
り
土
足
禁
止

市
民
セ
ン
タ
ー

田川・日吉中校長らが特別授業
日吉台小で

日吉台小で特別授業をする田川・日吉中校

長。左は牧田・びわ湖放送アナウンサー

市

民

セ

ン

タ

ー

で

茶

道

を

学

ぶ

子

ど

も

た

ち

高

橋

川

沿

い

の

桜

の

枝

折

れ

防

止

作

業

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室
で
、
我
が
国
の
伝
統
文

化
、
茶
道
の
世
界
に
子
ど
も
た
ち
を
い
ざ
な
う
「
喫
茶

去
（
き
っ
さ
こ
）
の
会

こ
ど
も
茶
道
教
室
」
が
開
か

れ
て
い
る
。
こ
の
茶
道
教
室
は
、
２
丁
目
北
在
住
の
布

川
麻
理
さ
ん
が
、
平
成
29
年
、
日
吉
台
の
子
ど
も
た
ち

に
茶
道
を
通
じ
豊
か
な
心
や
感
性
を
育
て
て
も
ら
お
う

と
文
化
庁
の
伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業
の
支
援
を
受
け

は
じ
め
た
も
の
で
現
在
日
吉
台
小
男
女
11
人
が
、
茶
の

湯
の
魅
力
を
体
験
し
て
い
る
。


